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平成 25 年４月 30 日 

各 位 

会 社 名 セイコーエプソン株式会社 

代表者名 代表取締役社長 碓井 稔 

（コード番号：6724 東証第一部） 

 

平成25年３月期通期連結業績予想と実績値との差異ならびに 

営業外費用、特別利益および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

平成25年１月31日に公表しました平成25年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績値との差

異ならびに営業外費用、特別利益および特別損失の計上につきまして、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

(1) 平成25年３月期通期連結業績予想の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回公表予想（Ａ） 
百万円 

850,000 

百万円

18,000

百万円

16,000

百万円 

△15,000 

円 銭

△83.85

今回公表実績（Ｂ） 851,297 21,255 17,629 △10,091 △56.41

増減額（Ｂ－Ａ） 1,297 3,255 1,629 4,909 －

増減率（％） 0.2 18.1 10.2 － －

（ご参考）前期実績 

（平成24年３月期） 877,997 24,626 27,022 5,032 26.22

 

(2) 差異発生の理由 

売上高につきましては、インクジェットプリンターやプロジェクターなどの市場回復に遅

れが見られたものの、情報関連機器事業を中心に円安効果などにより、前回予想どおりとな

りました。 

営業利益および経常利益は、円安効果に加えて製品構成の改善やコストダウンの強化によ

る採算改善などから、前回予想を上回る結果となり、当期純利益は、税金費用の減少なども

あり、前回予想から改善しました。 

 

２．営業外費用、特別利益および特別損失の計上について 

(1) 営業外費用 

為替差損（連結） 

昨今の為替相場の変動を受け、一部先行して実施していた為替予約の影響などにより、

3,711百万円を当第４四半期の営業外費用として計上いたしました。 
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(2) 特別利益 

  受取保険金（単体および連結） 

東日本大震災により発生した損失に対する受取保険金として、単体で2,690百万円、連結

で2,754百万円を当第４四半期の特別利益として計上いたしました。 

 

(3) 特別損失 

  減損損失（単体および連結） 

当社および当社連結子会社が保有する遊休資産の一部について、将来の回収可能性を検

討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、単体で4,427百万円、連結で4,542百万

円を当第４四半期の特別損失として計上いたしました。 

 

なお、上記の為替差損、受取保険金および減損損失の計上による通期連結業績などに与え

る影響につきましては、本日公表の「平成25年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」を

ご参照ください。 

 

以 上 


